
一関遊水地事業の一環で進めている、一関遊水地第3小堤舞川地区築堤工事(施工業者：(株)いわい）
が計画の高さ（概ね10年に1回規模の洪水に対応）まで盛土が完成し、現在張芝等の残りの工事を実施し
ております。当該地区は、既に築堤された柵の瀬橋から上流に長さ1.32㎞区間の左岸側に嵩上げ盛土を
する工事です。管内の他工区でも同様の工事を行っております。これから気温の低下と積雪等で路面凍
結が予想されるため、運搬等の移動など安全には十分注意して、作業を進めて行きます。

一関遊水地に白鳥が渡来しています。白鳥
は越冬のため日本にやって来ます。写真は、
第一遊水地内（柵の瀬橋付近）で撮影した物
です。一関にも毎年集団で飛来し、遊水地の
風物詩となっています。

柵の瀬橋より 舞川揚水機場より

遊水地展望広場より 工事概要看板
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